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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、音声言語における、声の個人性の音響的特徴のうち、動的個人性と言われる、
韻律的特徴について、母語話者および外国人日本語学習者による日本語音声を対象に分析した。
話者同定実験においては、速さ、イントネーション、方言音声的特徴、鼻音化音声などの特徴
を持つ音声が、同定率が高いことが示された。学習者音声においては、モデル音声の速さやイ
ントネーション等の韻律的特徴については、リピーティング、シャドーイングなどの練習方法
を用いて容易に習得することができるが、語アクセントは習得されにくいことが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of the research is to analyze production and perception of so-called 
dynamic characteristics of speakers’ individuality. These include the various aspects of 
prosodic features such as speech rate, word accent, intonation and assimilation, 
especially, nasalized and devoiced vowels. In the experiment of speakers’ identification, 
it was showed the characteristics of speech rate, intonation, nasalized vowels and 
dialectal accent pattern influenced highly on the identification rate of speakers. In the 
imitation tasks (repeating and/or shadowing) with the JFL learners, the speech rate 
and intonation pattern were easily changed, but not word accent pattern.    
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１．研究開始当初の背景 

音声の個人性を特定する声質の研究は、刑
事 捜 査 上 で の 必 要 性 や 、 声 質 変 換 、
text-to-speech 音声などの開発分野で 1960

年代以降多くの研究か行なわれてきた。音声
の個人性には、しかし声道共鳴特性など先天
的な、いわば「静的」な特徴が注目される一
方、話速、ポーズなどの時間的制御のほか、
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ピッチ、イントネーションなどの韻律的側面
があり、「動的」に変化する特徴も含まれる。
日常の言語生活においては、これらの静的、
動的な要素があいまって個人性の知覚が行
なわれている。本研究では今までに十分に検
討されてこなかった、話し言葉の動的個人性
に焦点をあて、また外国人日本語学習者によ
る発音においてもこれらの特徴について分
析し、習得の可能性についても検討する。こ
のことにより、言語学で近年取り上げられる
ことの多くなった、話しことばの研究（音声
文法）、音声学におけるパラ言語音声の研究
を、音響工学、聴覚研究上で取り上げられる
ことの多い音声言語の「個人性」の研究とし
て各分野の接点を探し、統合することを試み
た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の 3 点である。 

１）静的個人性についての再評価 
先行文献をもとに、静的個人性についてレ

ビューを行ない、音声の特徴についてまとめ
る。 
２）動的個人性の抽出、分析 

自然会話音声や実験的環境による音声か
ら、動的個人性とされる特徴を抽出し、記述
する。 
３）外国人学習者による日本語音声における
学習実験と評価実験 
日本語の話し方の特徴をどれだけ学習者

は真似することができるのかについて、学習
者の音声を分析、評価する。 

 
３．研究の方法 
 
１）先行文献をもとに、音声の個人性におけ

る「記憶の問題」（親しい関係ほど声の個
人性を特定することが容易）と「認識の問
題」（入力される音声が長いほど特定が容
易）に焦点をあてた実験を行なった。 

２）異なる状況下で同一話者に話してもらう
課題を行ない、どのような音声的特徴が変
化するのかについて検討を行なった。 

３）外国人日本語学習者に対して、様々なモ
デル音声を聞かせて真似をするリピーテ
ィングまたはシャドーイング課題を行な
ってもらい、その音声について分析、評価
した。 

 
４．研究成果 

本研究は、音響工学、日本語教育、国語教

育、言語聴覚療法学など各分野と関わりが深

いため、読書会などを利用して各分野の専門

家との研究ネットワークを構築し、多方面か

らのアプローチを可能とした。 

平成21年度は、音声の個人性について先行

研究のまとめを行ない、日本語以外の言語に

ついても情報を集め、この結果、音声の動的

個人性として考えられる特徴を抽出した結果

を提案として、学会発表（林, 2010）および

論文（林, 2010）にまとめた。また音声の個

人性と印象評価の面からも考察した。 

 動的個人性の中から、特に発話中にみられ

るアクセントの崩れの問題と、母音の無声化

について、その出現を日本語話者（東京方言

話者・近畿方言話者）、日本語学習者（台湾

人学習者初級・上級）について比較し、学習

の可能性および状況依存性についても議論を

行った（安田・林, 2010a, b, 2011）。 

 個人の発声・発話が空間や聞き手の位置、

人数とどのように関係しているのかという声

の遠近感覚についても検討し、大学生のクラ

スルーム内の発話においては、声の強さ、高

さ、長さなど主な音響的特徴をほとんど変化

させないが、アクセントやイントネーション

や母音の無声化といった動的特徴を変化させ

る傾向があるという結果が得られた（坂井・

林, 2010）。 

さらに、話者同定実験を行ない、親密度と
音響的特徴との関係について考察を行なっ
た（未発表）。その結果、「記憶の問題」と
される普段の親密度は、ほとんど同定結果に
影響を与えず、男女差や方言音声的特徴（ア
クセント）やイントネーションが大きく影響
を及ぼした。これらの点については今後さら
なる検討が必要であると考えられる。 
 

平成22年度は、初年度に抽出した音声言語

の動的個人性が、外国語発音においてどのよ

うに産出されるのかということを中心に検討

した。また表現力豊かな外国語音声を習得す

るための学習方法について検討を行なった。

本年度は主に、モデル音声の特徴を学習者が

どれほど真似をすることができるか、どのよ

うな音声が母語話者にとって自然な発音にな

るのかという観点から、日本語学習者の日本

語発音における発話速度、アクセント型正答

率、疑問文イントネーションのパターン、フ

ィラーなどについて音響分析を行なうととも

に、日本語母語話者による自然性評定も行な

い、知覚的側面からも検討を行なった。中国

語母語話者、モンゴル語母語話者を対象とし

ては、シャドーイングを用いた練習方法の前

後でどのように発音が変化するのかを検討し

た（阿栄娜・林, 2010, 2011a,b, 2012）。ド

イツ語母語話者を対象としては、身体をリラ

ックスさせる方法を用いた発音トレーニング

の効果を検証した（発表：林, 2011）。ここ

で得られた音声データについて発話速度、語

アクセント正答率、母語話者による評定とい

った観点からも考察し（安田・阿栄娜・林, 



 

 

2011）、発音トレーニングの効果に関する研

究の一部を語学の教科書の記述に反映させた

（図書欄参照）。これらのいわゆるイミテー

ションタスクにおいては、いずれの発音練習

方法においても、分節的特徴よりも韻律的特

徴が大きく変化し、それにより母語話者の評

価が大きく変わることが示された。 

 
最終年度は、初年度に抽出した音声言語の

動的個人性が、外国語発音においてどのよう

に産出されるのかということを中心に、引き

続き検討を行なった。また、これまでの研究

の総括を行ない、海外の研究協力者らを通じ

て成果を報告するとともに、表現力豊かな日

本語・外国語音声を習得するための学習方法

について発表等を行なった。 

シャドーイングを用いた訓練前後の音声の

音声的特徴を分析の結果、学習者の発音は、

話速に関しては一度だけのシャドーイング練

習でも十分向上するが、縦断的な練習を通し

て学習レベルに関係なくモデル音声に近づい

ていく様子が観察された。一方、日本語母語

話者による自然性評価において重要な要素と

されている、アクセント型については、縦断

的練習でも修正されにくい傾向が見られた。

ただし、会話におけるフィラーについては、

シャドーイング訓練により速やかに学習され

る様子が見られた。これらの結果から、動的

個人性の大きな部分を占める音声の韻律的特

徴が、母語話者による評価を大きく左右する

ことが改めて示された。さらに、今年度は、

中国において、中国語話者とモンゴル語話者

による、外国語（日本語）のスピーチスタイ

ルの実現に関するデータ収集を行なった。分

析中のデータにおいては、中級者でもスタイ

ルの違いが全く実現できていない場合が多く

見られ、その主な原因は、語アクセントと文

末イントネーションなど韻律的特徴であった

が、分節的特徴との相互作用に関しては、今

後の検討課題として残された。 
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